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院
政
鎌
倉
期
に
お
け
る
日
本
漢
字
音
の
位
相
差 

―

『
群
書
治
要
』
鎌
倉
中
期
点
と
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
鎌
倉
初
期
写
本
と
の
比
較
か
ら―

 
 

 

黒 

木 

裕 

梨 

香 
 

 
  

一 

本
稿
の
目
的 

本
研
究
で
は
漢
字
音
の
位
相
差
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
平
安
時
代
後
期
、
院
政
鎌
倉
期
に
お
い
て
、
大
学
寮
や
博
士
家
で
は
漢
籍
の

学
習
や
研
究
が
漢
音
で
行
わ
れ
、
寺
社
で
は
一
部
を
除
き
仏
典
読
誦
が
呉
音
で
行

わ
れ
た
こ
と
が
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る1

。
ま
た
仏
教
の
宗
派
の
違
い

に
よ
る
仏
典
読
誦
音
の
位
相
差
も
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

大
学
寮
や
博
士
家
、
ま
た
仏
教
の
範
囲
で
は
位
相
差
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
で

い
る2

。 

し
か
し
、
当
時
の
日
常
語
の
漢
字
音
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
少
な
く
、
ま
だ

研
究
が
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
漢
字
音
の
音
形
、
声
調
の
比
較
を
通
し
て
、
研

究
の
場
と
日
常
の
場
で
の
漢
字
音
の
位
相
差
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

本
研
究
に
お
け
る
「
位
相
差
」
と
は
書
写
者
・
加
点
者
の
「
社
会
的
属
性
」
の

差
か
ら
生
じ
る
「
言
語
変
異
」（
「
様
相
」
）
と
定
義
す
る
。
ま
た
、
声
点
は
六
声
体

系
の
声
調
を
示
す
も
の
、
音
形
の
表
記
は
当
時
の
漢
字
音
を
反
映
す
る
も
の
と
考

え
る
。 

 

二 

対
象
資
料 

本
研
究
で
は
、
同
時
代
の
研
究
の
場
で
用
い
ら
れ
る
漢
字
音
と
日
常
の
場
で
用

い
ら
れ
る
漢
字
音
を
比
較
す
る
。
そ
の
た
め
、
日
常
の
場
で
用
い
ら
れ
る
語
が
多

く
収
録
さ
れ
て
い
る
尊
経
閣
文
庫
蔵
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
、
ま
た
同
時
代
に
研

究
の
場
で
用
い
ら
れ
、
か
つ
尊
経
閣
文
庫
蔵
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
と
比
較
さ

れ
た
こ
と
が
な
い
資
料
と
し
て
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
群
書
治
要
』
を
選
択
し
た
。

先
行
研
究
で
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
群
書
治
要
』
は
漢
音
が
中
心
で
あ
り
、
尊
経
閣

文
庫
蔵
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
は
漢
音
と
呉
音
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る3

。
漢
音
同
士
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
研
究
対
象
を
こ
の

二
つ
と
し
た
理
由
で
あ
る
。 

 

㈠
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
群
書
治
要
』 

 

『
古
典
研
究
會
叢
書 

漢
籍
之
部 

第
九
巻 

群
書
治
要
㈠
』
を
利
用
す
る
。

本
論
中
の
『
群
書
治
要
』
に
関
す
る
画
像
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧
の

書
誌
書
影
・
全
文
影
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
。
こ
れ
は
北
条
実
時
が
清
原

教
隆
か
ら
伝
授
さ
れ
た
金
沢
文
庫
伝
来
の
巻
子
本
（
巻
四
・
一
三
・
二
〇
を
欠
く
）

で
、
書
写
は
一
二
五
〇
年
（
建
長
二
年
）
で
あ
る
。 

本
研
究
で
は
経
部
を
対
象
と
す
る
。
以
下
『
群
書
治
要
』
と
呼
ぶ
。 

 

㈡
尊
経
閣
文
庫
蔵 

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』 

 

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成18

 

色
葉
字
類
抄
一
』

を
利
用
す
る
。
本
論
中
の
『
色
葉
字
類
抄
』
に
関
す
る
画
像
は
、
国
立
国
会
図
書
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館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
。
著
者
は
橘
忠
兼
で
あ
り
、
尊
経
閣
文

庫
蔵
本
は
前
田
侯
爵
家
蔵
の
複
製
で
あ
る
。
中
巻
と
下
巻
の
一
部
を
欠
く
。
一

九
二
六
年
に
育
徳
財
団
か
ら
影
印
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
平
安

時
代
末
期
の
日
常
実
用
の
語
を
主
に
、
漢
文
訓
読
語
を
も
合
わ
せ
て
、
広
く
和
語
・

漢
語
を
採
録
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
表
記
漢
字
と
用
法
に
つ
い
て
い
ろ
は
順
に
並

べ
、
さ
ら
に
意
義
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

以
下
、
『
色
葉
字
類
抄
』
と
呼
ぶ
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』

を
特
に
指
す
場
合
は
「
前
田
本
」
と
呼
ぶ
。 

 

㈢
古
典
保
存
会
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
黒
川
真
道
蔵
江
戸
時
代
中
期
写
本 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
。
『
古
字
書
索
引
叢

刊 

色
葉
字
類
抄
漢
字
索
引
』
で
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
を

底
本
と
し
て
い
る
が
、
欠
け
て
い
る
中
巻
及
び
下
巻
（
「
由
」
の
一
部
、「
女
」「
羙
」

の
全
部
及
び
「
師
」
の
一
部
）
を
古
典
保
存
会
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
依
っ

て
い
る
た
め
研
究
対
象
と
す
る
。
以
下
、『
色
葉
字
類
抄
』
と
呼
ぶ
。
特
記
し
て
古

典
保
存
会
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
を
指
す
場
合
に
は
「
黒
川
本
」
と
呼
ぶ
。 

 

三 

研
究
の
方
法 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
群
書
治
要
』
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

本 

群
書
治
要 

經
部
語
彙
索
引
』
の
字
音
索
引
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
語
を
、
尊

経
閣
文
庫
蔵
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
を
も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
た
『
古
字
書
索

引
叢
刊 

色
葉
字
類
抄
漢
字
索
引
』
全
八
巻
を
用
い
て
照
ら
し
合
わ
せ
、
語
、
ま

た
は
熟
語
が
一
致
し
た
も
の
を
抽
出
す
る
。
抽
出
し
た
語
の
音
形
、
声
調
を
比
較

し
、
考
察
す
る
こ
と
で
位
相
差
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
都
合
上
、
分

析
の
際
は
、
三
省
堂
『
全
訳 

漢
辞
海 

第
四
版
』(

以
下
『
漢
辞
海
』)

を
用
い
、

漢
音
、
呉
音
な
ど
の
判
断
を
行
っ
た
。 

 

四 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
比
較
検
討 

『
群
書
治
要
』
、
『
色
葉
字
類
抄
』
に
共
通
し
た
字
の
う
ち
、
ど
ち
ら
の
資
料
に

も
音
形
、
声
点
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
定
し
て
分
析
を
行
っ
た
。
さ
ら
に

音
形
が
一
致
し
た
も
の
、
音
形
が
不
一
致
で
あ
っ
た
も
の
、
声
調
が
一
致
し
た
も

の
、
声
調
が
不
一
致
で
あ
っ
た
も
の
と
分
類
し
た
。 

 

以
下
、
研
究
対
象
と
し
た
『
群
書
治
要
』
『
色
葉
字
類
抄
』
に
共
通
し
た
字
を

一
覧
で
示
す
。
熟
語
は
対
象
と
な
る
字
に
傍
線
を
付
し
た
。 

 阿
、
哀
、
嚶
々
、
妟
、
蠜
夷
、
易
、
移
、
友
、
左
右
、
蜉
蝣
、
裕
、
郵
、
昏
姻
、

昏
姻
、
汙
穢
、
羽
、
𩁹𩁹
、
營
々
、
盈
、
莢
、
傜
役
、
傜
役
、
窈
窕
、
要
、
鉞
、
閲
、

塩
梅
、
悪
、
闇
、
安
、
異
、
宥
、
逸
、
隠
、
于
、
菀
、
員
、
慍
、
耘
、
纓
、
益
、

悦
、
掩
、
愆
、
燕
、
愛
悪
、
於
、
何
、
假
借
、
假
借
、
嘉
、
夏
、
暇
、
檟
、
荷
、

俄
、
害
、
改
、
蓋
、
誡
、
享
、
剛
、
巧
言
、
康
、
槁
、
蒿
、
號
、
行
、
徳
行
、
行

歩
、
衡
、
誥
、
鏗
鏘
、
獒
、
假
、
角
、
赫
、
隔
、
革
、
樂
、
樂
器
、
飢
渇
、
合
、

甲
、
蛤
、
乹
、
姦
、
干
、
幹
、
旰
、
簡
、
翰
、
間
、
幾
、
機
、
畿
、
祁
、
虧
、
起
、

飢
渇
、
宜
、
劓
、
義
、
議
、
丘
、
仇
、
舅
、
歆
、
禁
、
禽
、
強
、
鄕
黨
、
鄕
、
墟
、

兢
々
、
興
、
凝
、
屨
、
屨
、
愚
、
和
、
鱞
寡
、
寡
、
果
、
瓦
、
回
、
槐
、
曠
野
、

圖
畫
、
巨
猾
、
完
、
權
、
觀
、
鰥
寡
、
歸
、
龜
、
供
、
共
、
恭
、
鈞
、
群
、
獄
、

輗
、
迎
、
孽
、
儉
、
嫌
疑
、
嫌
疑
、
謙
、
儼
然
、
乹
、
賢
、
蹇
、
姑
、
滸
、
股
肱
、

股
肱
、
蠱
、
午
、
候
、
政
、
哭
、
穀
、
坤
、
昆
弟
、
艮
、
嗟
嘆
、
坐
、
冢
宰
、
材
、

斎
戒
、
竈
、
五
藏
、
讒
、
殘
、
之
、
屍
、
參
差
、
參
差
、
施
、
梓
、
造
次
、
造
次
、

死
、
熾
、
耒
耜
、
耒
耜
、
肆
、
胔
、
謚
、
基
趾
、
雌
、
食
、
鴟
、
齒
、
脩
、
蒐
、

柔
、
忱
、
譖
、
小
車
、
傷
、
商
、
將
、
象
、
鏗
鏘
、
餉
、
戍
、
俊
士
、
寒
暑
、
稱
、

鍾
、
仍
、
蔬
食
、
食
、
信
、
振
、
紳
、
親
、
辛
、
惴
々
、
細
砕
、
綏
、
緌
、
正
月
、

 

聲
、
不
請
、
齊
、
抄
、
沼
、
薺
、
詔
、
蹐
、
鶺
鴒
、
鶺
鴒
、
節
、
妾
、
熸
、
痁
、

箭
、
膳
夫
、
賤
、
餞
、
怠
荒
、
怠
荒
、
殆
、
擔
、
貪
欲
、
平
旦
、
嗟
嘆
、
塗
炭
、

持
、
知
、
童
稚
、
童
稚
、
誅
、
放
逐
、
丈
夫
、
場
、
張
、
除
、
寵
、
重
、
九
重
、

勅
、
陳
、
朝
廷
、
悌
、
泥
、
冢
宰
、
彫
、
朝
、
窈
窕
、
調
、
北
狄
、
廛
、
圖
、
塗

炭
、
度
、
怒
、
彤
、
桐
、
痛
、
黈
纊
、
黈
纊
、
荒
癈
、
塩
梅
、
肺
、
配
、
苞
、
剝
、

罰
、
板
、
煩
、
燔
、
班
、
絆
、
藩
、
蠻
夷
、
丕
、
庇
、
皮
、
紕
、
微
、
魑
魅
、
魑

魅
、
匹
夫
、
濱
、
臏
、
閔
、
傳
、
傳
、
吉
甫
、
膚
、
蜉
蝣
、
賦
、
跗
、
福
、
分
、

聞
、
名
聞
、
嬖
、
嬖
、
屛
、
病
、
辨
、
冕
、
報
、
封
、
暴
雨
、
葑
、
豊
、
冒
、
毛
、

童
蒙
、
謀
、
墨
、
牧
、
和
睦
、
冥
、
名
聞
、
銘
、
軛
、
予
、
豫
、
墉
、
容
、
庸
、

相
應
、
貪
欲
、
欲
、
翼
、
耒
耜
、
雷
、
勞
、
雒
、
臈
、
利
、
吏
、
流
、
栗
、
霖
雨
、

量
、
属
鏤
、
令
、
囹
圄
、
囹
圄
、
礪
、
賦
斂
、
牢
籠
、
牢
籠
、
鏤
、
論
、
王
、
王

者
、
威
、
畏
、
維
、
緯
、
筠
、
榮
、
垣
、
汙 

 
 

以
上
三
九
二
字 

 

四―

一 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
音
形 

四―

一―

一 

音
形
に
つ
い
て 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
で
共
通
し
た
字
の
音
形
に
つ
い
て
、
【
表

一
】
に
示
す
。
な
お
空
欄
は
用
例
が
な
い
こ
と
を
示
す
。
不
明
は
『
漢
辞
海
』
に

記
載
が
な
い
音
形
の
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
複
数
の
漢
字
音
を
持
つ
字
に
つ
い
て

は
、
漢
字
音
ご
と
に
カ
ウ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
漢
呉
同
音
形
は
、『
漢
辞
海
』
に
お

い
て
漢
字
音
が
漢
音
呉
音
で
同
じ
形
を
と
る
も
の
を
指
す
。
ま
た
、
慣
用
音
は
『
漢

辞
海
』
に
お
い
て
日
本
で
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
音
を
指
す
。 

例
と
し
て
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
漢
音
一
九
一
例
と
あ
る
も
の
は
、『
群
書
治
要
』

で
も
漢
音
で
あ
る
用
例
数
で
あ
る
。 

 

【表一】音形について

群書治要

漢音 呉音 漢呉同音形 慣用音 不明

漢音 191 1 3

呉音 24 3

漢呉同音形 110

慣用音 1 1

不明 28  

 

音
形
が
不
一
致
で
あ
る
字
は
、
最
も
多
い
も
の
が
『
群
書
治
要
』
で
漢
音
、『
色

葉
字
類
抄
』
で
呉
音
と
な
る
例
で
あ
り
、
二
四
例
あ
っ
た
。
二
四
例
の
う
ち
、
一

例
を
左
記
に
あ
げ
る
。
該
当
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。 

 

①
「
貪
欲
」 

 

『
群
書
治
要
』 

 

タ
ン
ヨ
ク 

（
巻
二 

一
〇
七
行
） 

『
色
葉
字
類
抄
』 

ト
ン
ヨ
ク 

（
巻
上 

ト 

疊
字 

六
二
丁
裏
一
） 

  

貪
に
つ
い
て
、
「
タ
ン
」
は
漢
音
、
「
ト
ン
」
は
呉
音
で
あ
る
。 

用
例
が
最
も
少
な
い
も
の
は
、
『
群
書
治
要
』
で
呉
音
、
『
色
葉
字
類
抄
』
で
漢
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聲
、
不
請
、
齊
、
抄
、
沼
、
薺
、
詔
、
蹐
、
鶺
鴒
、
鶺
鴒
、
節
、
妾
、
熸
、
痁
、

箭
、
膳
夫
、
賤
、
餞
、
怠
荒
、
怠
荒
、
殆
、
擔
、
貪
欲
、
平
旦
、
嗟
嘆
、
塗
炭
、

持
、
知
、
童
稚
、
童
稚
、
誅
、
放
逐
、
丈
夫
、
場
、
張
、
除
、
寵
、
重
、
九
重
、

勅
、
陳
、
朝
廷
、
悌
、
泥
、
冢
宰
、
彫
、
朝
、
窈
窕
、
調
、
北
狄
、
廛
、
圖
、
塗

炭
、
度
、
怒
、
彤
、
桐
、
痛
、
黈
纊
、
黈
纊
、
荒
癈
、
塩
梅
、
肺
、
配
、
苞
、
剝
、

罰
、
板
、
煩
、
燔
、
班
、
絆
、
藩
、
蠻
夷
、
丕
、
庇
、
皮
、
紕
、
微
、
魑
魅
、
魑

魅
、
匹
夫
、
濱
、
臏
、
閔
、
傳
、
傳
、
吉
甫
、
膚
、
蜉
蝣
、
賦
、
跗
、
福
、
分
、

聞
、
名
聞
、
嬖
、
嬖
、
屛
、
病
、
辨
、
冕
、
報
、
封
、
暴
雨
、
葑
、
豊
、
冒
、
毛
、

童
蒙
、
謀
、
墨
、
牧
、
和
睦
、
冥
、
名
聞
、
銘
、
軛
、
予
、
豫
、
墉
、
容
、
庸
、

相
應
、
貪
欲
、
欲
、
翼
、
耒
耜
、
雷
、
勞
、
雒
、
臈
、
利
、
吏
、
流
、
栗
、
霖
雨
、

量
、
属
鏤
、
令
、
囹
圄
、
囹
圄
、
礪
、
賦
斂
、
牢
籠
、
牢
籠
、
鏤
、
論
、
王
、
王

者
、
威
、
畏
、
維
、
緯
、
筠
、
榮
、
垣
、
汙 

 
 

以
上
三
九
二
字 

 

四―

一 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
音
形 

四―
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一 

音
形
に
つ
い
て 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
で
共
通
し
た
字
の
音
形
に
つ
い
て
、
【
表

一
】
に
示
す
。
な
お
空
欄
は
用
例
が
な
い
こ
と
を
示
す
。
不
明
は
『
漢
辞
海
』
に

記
載
が
な
い
音
形
の
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
複
数
の
漢
字
音
を
持
つ
字
に
つ
い
て

は
、
漢
字
音
ご
と
に
カ
ウ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
漢
呉
同
音
形
は
、『
漢
辞
海
』
に
お

い
て
漢
字
音
が
漢
音
呉
音
で
同
じ
形
を
と
る
も
の
を
指
す
。
ま
た
、
慣
用
音
は
『
漢

辞
海
』
に
お
い
て
日
本
で
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
音
を
指
す
。 

例
と
し
て
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
漢
音
一
九
一
例
と
あ
る
も
の
は
、『
群
書
治
要
』

で
も
漢
音
で
あ
る
用
例
数
で
あ
る
。 

 

【表一】音形について

群書治要

漢音 呉音 漢呉同音形 慣用音 不明

漢音 191 1 3

呉音 24 3

漢呉同音形 110

慣用音 1 1

不明 28  

 

音
形
が
不
一
致
で
あ
る
字
は
、
最
も
多
い
も
の
が
『
群
書
治
要
』
で
漢
音
、『
色

葉
字
類
抄
』
で
呉
音
と
な
る
例
で
あ
り
、
二
四
例
あ
っ
た
。
二
四
例
の
う
ち
、
一

例
を
左
記
に
あ
げ
る
。
該
当
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。 

 

①
「
貪
欲
」 

 
『
群
書
治
要
』 

 

タ
ン
ヨ
ク 

（
巻
二 

一
〇
七
行
） 

『
色
葉
字
類
抄
』 

ト
ン
ヨ
ク 

（
巻
上 

ト 

疊
字 

六
二
丁
裏
一
） 

  

貪
に
つ
い
て
、
「
タ
ン
」
は
漢
音
、
「
ト
ン
」
は
呉
音
で
あ
る
。 

用
例
が
最
も
少
な
い
も
の
は
、
『
群
書
治
要
』
で
呉
音
、
『
色
葉
字
類
抄
』
で
漢
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音
と
な
る
例
で
、
一
例
あ
っ
た
。
用
例
➁
で
あ
る
。 

 ➁
「
分
」 

 

『
群
書
治
要
』 

 

ブ
ン 

（
巻
一 

三
五
七
行
） 

 

『
色
葉
字
類
抄
』 

フ
ン 

（
巻
上 

ワ 

辞
字 

八
八
丁
裏
六
） 

 

こ
こ
か
ら
、
音
形
に
つ
い
て
、
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
、
『
色
葉
字
類
抄
』
で

は
呉
音
を
示
し
や
す
い
こ
と
が
、
字
の
レ
ベ
ル
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

四―

一―

二 
-
m

韻
尾
と-

n

韻
尾
に
つ
い
て 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
「
ム
」
と
「
ン
」
の
表
記
に
注
目
し
、

分
析
を
行
っ
た
。-m

韻
尾
は
「
ム
」
、-n
韻
尾
は
「
ン
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
平

安
時
代
後
期
に
定
着
し
た
が
、『
群
書
治
要
』
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
「
ム
」
と
「
ン
」

の
混
同
が
見
ら
れ
る4

。
例
を
左
記
に
示
す
。 

 -m

韻
尾 

➂
「
譖
」 

『
群
書
治
要
』 

 

シ
ン
（
巻
九 

三
〇
一
行
） 

 

『
色
葉
字
類
抄
』 

シ
ム
（
巻
下 

シ 

人
事 

七
二
表
七
） 

 -n

韻
尾 

➃
「
隠
」 

『
群
書
治
要
』 

 

イ
ン 

（
巻
三 

六
一
行
） 

 

『
色
葉
字
類
抄
』 

イ
ム 

（
巻
下 

キ 

天
象 

五
五
丁
表
七
） 

 

-m

韻
尾
と-n

韻
尾
の
表
記
に
つ
い
て
、
『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
で

の
共
通
し
た
字
の
う
ち
、-m

韻
尾
、-n

韻
尾
の
字
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
た
。

結
果
を
次
頁
の
【
表
二
】
に
示
す
。
な
お
、
『
群
書
治
要
』
の
み
音
形
が
示
さ
れ
、

『
色
葉
字
類
抄
』
で
音
形
が
示
さ
れ
て
い
な
い
例
に
つ
い
て
は
除
外
し
た
。
ま
た

調
査
範
囲
に
お
い
て
『
色
葉
字
類
抄
』
の
み
音
形
が
示
さ
れ
、『
群
書
治
要
』
で
音

形
が
示
さ
れ
て
い
な
い
例
は
存
在
し
な
か
っ
た
。 

 

-m

韻
尾
の
表
記
の
揺
れ
に
つ
い
て
『
群
書
治
要
』
で
九
例
全
て
が
「
ン
」
、『
色

葉
字
類
抄
』
で
は
「
ム
」
が
六
例
、
「
ン
」
が
三
例
で
あ
っ
た
。
『
群
書
治
要
』
で

は-m

韻
尾
を
「
ン
」
で
表
記
し
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
は-m

韻
尾
の
表
記
が
混
同

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

-n

韻
尾
の
表
記
の
揺
れ
に
つ
い
て
『
群
書
治
要
』
で
は
五
三
例
全
て
が
「
ン
」
、

『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
「
ム
」
が
一
例
、「
ン
」
が
五
二
例
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら

『
色
葉
字
類
抄
』
は-n

韻
尾
の
「
ム
」
と
「
ン
」
の
混
同
が
起
き
て
は
い
る
が
、

-m

韻
尾
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、-m

韻
尾
と-n

韻
尾
の
表
記
は
、
平
安
後
期
ご
ろ
に
中
国
語

音
に
基
づ
い
て
、-m

韻
尾
は
「
ム
」
、-n

韻
尾
は
「
ン
」
と
区
別
す
る
こ
と
が
定

着
し
た
。
し
か
し
院
政
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
お
い
て
「
ム
」
と
「
ン
」
の
表
記

が
混
同
し
、
鎌
倉
中
期
ご
ろ
に
は
「
ン
」
で
統
一
さ
れ
た5

。 

【
表
二
】
の
結
果
か
ら
、
『
群
書
治
要
』
は-m

韻
尾
と-n

韻
尾
は
全
て
「
ン
」

で
統
一
さ
れ
、
書
き
分
け
は
行
わ
れ
な
い
。『
色
葉
字
類
抄
』
で
は-m

韻
尾
は
「
ム
」
、

-n

韻
尾
は
「
ン
」
と
い
う
書
き
分
け
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
徹
底
し
た
も
の

で
は
な
く
、
混
同
し
て
い
る
状
態
だ
と
捉
え
ら
れ
る6

。
こ
れ
は
『
群
書
治
要
』
と

『
色
葉
字
類
抄
』
が
書
写
さ
れ
た
時
期
の
違
い
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

 

【表三】声調について

平声 平声軽 上声 去声 入声 入声軽

平声 86 18 4 27 1

平声軽 2 5 2

上声 2 21 3 1

去声 6 3 23 2

入声 2 1

入声軽 3 2

群書治要

色
葉
字
類
抄

 

 

 

四―

二 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
声
調 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
声
調
に
つ
い
て
、
【
表
三
】
に
示
す
。

な
お
空
欄
は
該
当
す
る
用
例
が
な
い
こ
と
を
示
す
。 

 

注
目
し
た
い
の
は
、
漢
音
の
平
声
は
呉
音
の
上
声
・
去
声
と
な
り
、
漢
音
の
上

声
・
去
声
は
呉
音
の
平
声
と
な
り
や
す
い
現
象
だ7

。
こ
の
現
象
で
あ
る
も
の
、
ま

た
こ
の
現
象
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、『
群
書
治
要
』
で
平
声
と
な
り
『
色

葉
字
類
抄
』
で
上
声
と
な
る
も
の
が
二
例
、
去
声
と
な
る
も
の
が
六
例
あ
る
。『
色

葉
字
類
抄
』
で
平
声
と
な
り
、『
群
書
治
要
』
で
上
声
と
な
る
も
の
が
四
例
、
去
声

と
な
る
も
の
が
二
七
例
あ
っ
た
。
計
三
九
例
あ
っ
た
。 

 四―

三 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
音
形
、
声
調
が
不
一
致
で
あ
る

字
に
つ
い
て 

つ
づ
い
て
、
音
形
が
一
致
し
声
調
が
不
一
致
で
あ
っ
た
字
、
音
形
が
不
一
致
で

あ
り
声
調
が
一
致
し
た
字
、
音
形
と
声
調
が
と
も
に
不
一
致
で
あ
っ
た
字
と
い
う

分
類
で
分
析
を
行
っ
た
。 

 

四―

三―

一 

音
形
が
一
致
し
、
声
調
が
不
一
致
で
あ
る
字 

音
形
が
一
致
し
、
声
調
が
不
一
致
で
あ
る
字
に
つ
い
て
、
注
目
す
る
の
は
平
声

と
上
声
・
去
声
が
交
替
し
や
す
い
現
象
だ
。
こ
の
現
象
が
起
き
た
と
判
断
で
き
る

例
、
ま
た
疑
わ
し
い
例
の
声
調
に
注
目
す
る
と
、
一
七
例
中
一
五
例
が
『
群
書
治

要
』
で
上
声
・
去
声
、
『
色
葉
字
類
抄
』
で
平
声
で
あ
っ
た
。
一
例
を
➄
に
示
す
。 

 ➄
「
鏤
」
ロ
ウ 

漢
音 

 

『
群
書
治
要
』 

 

去
声 

（
巻
六 

四
九
四
行
） 

 

『
色
葉
字
類
抄
』 

平
声 

（
巻
上 

チ 

辞
字 

六
八
丁
裏
二
） 

 

『
漢
辞
海
』
に
よ
る
と
、
一
五
例
の
う
ち
音
形
は
漢
音
が
八
例
、
漢
呉
同
音
形

が
七
例
で
あ
っ
た
。
➄
の
よ
う
に
、
『
群
書
治
要
』
『
色
葉
字
類
抄
』
と
も
に
音
形

は
漢
音
で
あ
る
が
、
声
調
は
『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
で
異
な
る
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。 

【表二】-m韻尾と-n韻尾の表記

群書治要 色葉字類抄

ム ン ム ン

-m韻尾 0 9 6 3

-n韻尾 0 53 1 52
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『
漢
辞
海
』
に
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と
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五
例
の
う
ち
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は
漢
音
が
八
例
、
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同
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七
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で
あ
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た
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の
よ
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に
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要
』
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は
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結
果
か
ら
考
察
を
行
う
。
音
形
が
漢
音
で
あ
る
の
に
『
色
葉
字
類
抄
』
で
呉
音

声
調
を
加
点
し
た
理
由
と
し
て
、
加
点
者
が
誤
点
し
た
可
能
性
、
も
し
く
は
呉
音

声
調
と
一
致
す
る
、
日
常
で
使
用
さ
れ
る
別
の
声
調
体
系
に
基
づ
い
て
加
点
し
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

 四―

三―

二 
声
調
が
一
致
し
、
音
形
が
不
一
致
で
あ
る
字 

声
調
は
一
致
す
る
が
、
音
形
が
不
一
致
で
あ
る
字
に
つ
い
て
、
多
く
は
「
ム
」

と
「
ン
」
の
混
同
の
よ
う
な
、
表
記
の
揺
れ
に
よ
っ
て
音
形
が
不
一
致
と
な
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
研
究
で
問
題
と
す
る
漢
音
と
呉
音
に
つ
い
て
は
、
➅

「
囹
圄
」
、
➆
「
童
蒙
」
の
二
例
で
あ
っ
た
。 

 ➅
「
囹
圄
」
上
声
濁 

 

『
群
書
治
要
』 

 

レ
イ
キ
ヨ 

漢
音 

（
巻
六 

二
一
一
行
） 

『
色
葉
字
類
抄
』 

レ
イ
コ 

 

呉
音 

（
巻
下 
ヒ 

地
儀 

九
〇
丁
裏
六
） 

 

➆
「
童
蒙
」 

平
声 

『
群
書
治
要
』 

 

○
ボ
ウ 

 

漢
音 

（
巻
八 

五
五
一
行
） 

『
色
葉
字
類
抄
』 

ト
ウ
モ
ウ 

呉
音 

（
巻
上 

ト 

疊
字 

六
二
丁
裏
一
） 

 

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
＋
漢
音
、
『
色
葉
字
類
抄
』
で

は
漢
音
＋
呉
音
の
音
形
の
熟
語
で
あ
る
。
藤
本(

二
〇
一
六)

に
よ
る
と
、『
色
葉
字

類
抄
』
仏
法
部
内
で
仮
名
音
注
が
漢
音
＋
呉
音
、
呉
音
＋
漢
音
の
混
ぜ
読
み
が
散

見
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
仮
名
音
注
は
あ
る
程
度
成
熟
し
た
読
み
で
あ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
と
あ
る8

。
➅
➆
の
例
も
、
『
色
葉
字
類
抄
』
は
日
常
の
場
で
通
用

し
て
い
た
読
み
が
、『
群
書
治
要
』
は
漢
音
で
統
一
さ
れ
た
規
範
的
な
読
み
が
、
そ

れ
ぞ
れ
音
形
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

四―

三―

三 

音
形
、
声
調
と
も
に
不
一
致
で
あ
る
字 

音
形
と
声
調
と
も
に
不
一
致
で
あ
る
字
に
つ
い
て
、
音
形
が
不
一
致
で
あ
る
理

由
を
見
て
い
く
と
、
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
、
『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
呉
音
と
い

う
違
い
が
最
も
多
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
声
調
が
不
一
致
で
あ
る
理
由
が
、
平
声
と

上
声
・
去
声
が
交
替
す
る
現
象
で
あ
る
も
の
は
五
例
で
あ
っ
た
。
五
例
の
内
訳
は
、

『
群
書
治
要
』
で
平
声
で
あ
る
字
が
『
色
葉
字
類
抄
』
で
去
声
が
一
例
、『
群
書
治

要
』
で
去
声
で
あ
る
字
が
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
平
声
が
三
例
、
平
声
軽
が
一
例
で

あ
る
。
こ
の
五
例
の
う
ち
②
「
分
」
を
除
く
八
例
は
音
形
が
全
て
『
群
書
治
要
』

が
漢
音
、
『
色
葉
字
類
抄
』
が
呉
音
で
あ
る
。
五
例
を
示
す
。 

 ➀
「
貪
欲
」 

『
群
書
治
要
』 

 

タ
ン
ヨ
ク 

平
声 

（
巻
二 

一
〇
七
行
） 

『
色
葉
字
類
抄
』 

ト
ン
ヨ
ク 

去
声 

（
巻
上 

ト 

疊
字 

六
二
丁
裏
一
） 

 ➁
「
分
」 

 

『
群
書
治
要
』 

 

ブ
ン 

去
声
濁 

（
巻
一 

三
五
七
行
） 

 

『
色
葉
字
類
抄
』 

フ
ン 

平
声 

 

（
巻
上 

ワ 

辞
字 

八
八
丁
裏
六
） 

 

➇
「
徳
行
」 

 

『
群
書
治
要
』 

 

○
カ
ウ 

 
 

去
声 

 

（
巻
八 

七
六
行
） 

 

『
色
葉
字
類
抄
』 

ト
ク
キ
ヤ
ウ 

平
声
濁 

（
巻
上 

ト 

疊
字 

六
三
丁
裏
三
） 

 

➈
「
令
」 

 

『
群
書
治
要
』 

 

レ
イ 

 

去
声 

 

（
巻
七 

六
四
行
） 

 

『
色
葉
字
類
抄
』 
リ
ヤ
ウ 

平
声
軽 

（
巻
上 

リ 

人
事 

七
三
丁
裏
一
） 

 

⑩
「
魑
魅
」 

 

『
群
書
治
要
』 

 

チ
ヒ 

去
声
濁 

（
巻
五 

三
五
行
） 

 

『
色
葉
字
類
抄
』 

チ
ミ 

平
声 

 

（
巻
下 

ス 

人
倫 

一
一
四
丁
裏
五
） 

 

こ
こ
か
ら
、
音
形
は
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
、
『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
呉
音

を
示
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
声
調
も
交
替
す
る
字
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は

『
群
書
治
要
』
は
漢
音
、『
色
葉
字
類
抄
』
は
呉
音
を
示
す
と
い
う
先
行
研
究
を
裏

付
け
る
結
果
で
あ
る
。 

 

四―

四 

本
節
の
ま
と
め 

 

本
節
で
は
、
以
下
の
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

○
音
形
が
不
一
致
で
あ
り
、
声
調
が
一
致
す
る
字
に
つ
い
て
は
表
記
の
揺
れ
が
原

因
と
な
る
も
の
が
あ
る
。 

○
『
群
書
治
要
』
は-m

韻
尾
と-n

韻
尾
は
全
て
「
ン
」
で
統
一
さ
れ
、
書
き
分
け

は
行
わ
れ
な
い
。『
色
葉
字
類
抄
』
で
は-m

韻
尾
は
「
ム
」
、-n

韻
尾
は
「
ン
」
と

混
同
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。  

○
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
呉
音
を
示
し
や
す
い
こ
と
が

個
々
の
字
の
レ
ベ
ル
で
確
認
さ
れ
た
。 

○
熟
語
に
つ
い
て
、
『
群
書
治
要
』
は
規
範
的
な
読
み
を
、
『
色
葉
字
類
抄
』
は
日

常
の
場
で
通
用
し
て
い
た
読
み
を
反
映
し
て
い
る
。 

○
音
形
が
一
致
し
、
声
調
が
不
一
致
で
あ
る
字
に
つ
い
て
、
音
形
は
同
じ
漢
音
で

も
『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
で
声
調
が
異
な
る
字
が
あ
り
、
加
点
者
が

誤
点
し
た
可
能
性
、
も
し
く
は
呉
音
声
調
と
一
致
す
る
、
日
常
で
使
用
さ
れ
る
別

の
声
調
体
系
に
基
づ
い
て
加
点
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

  

五 

呉
音
、
漢
音
資
料
と
の
比
較 

本
節
で
は
調
査
対
象
の
用
例
う
ち
、
特
に
『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』

で
音
形
が
不
一
致
で
あ
っ
た
字
、
も
し
く
は
声
調
が
一
致
し
な
か
っ
た
字
に
つ
い

て
、
他
の
呉
音
資
料
、
漢
音
資
料
を
用
い
て
考
察
を
行
っ
た
。 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
で
音
形
、
も
し
く
は
声
調
が
不
一
致
で
あ

っ
た
字
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
呉
音
資
料
を
用
い
て
検
討
を
行
う
。
韻
母
、
声
母
、

声
調
に
つ
い
て
比
較
し
、
全
て
が
一
致
し
た
も
の
は
呉
音
と
す
る
。
一
致
し
な
か

っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
漢
音
資
料
を
用
い
て
、
韻
母
、
声
母
、
声
調
を
比
較
す

る
。
こ
こ
で
一
致
し
た
も
の
は
漢
音
と
す
る
。
そ
れ
ら
を
比
較
、
検
討
し
、『
群
書

治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
位
相
差
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。 

資
料
と
し
て
、
『
日
本
霊
異
記
』
『
華
厳
経
音
義
』
『
類
聚
名
義
抄
』
『
大
般
若
経

字
音
点
・
音
義
』
を
使
用
す
る
。
な
お
、
以
上
の
資
料
は
小
倉
肇
『
続
・
日
本
呉

音
の
研
究
』
を
用
い
る
。
各
資
料
の
写
本
な
ど
は
左
に
示
す
。 

 

呉
音
資
料 

『
日
本
霊
異
記
』 

 
 

 
 

 

興
福
寺
本
・
国
立
国
会
図
書
館
本
・
真
福
寺
本
・ 

 

前
田
家
本 

『
華
厳
経
音
義
』 

 
 

 
 

 

新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
・
高
山
寺
本
「
新
訳
華

厳
経
音
義
」
・
高
山
寺
本
「
貞
言
華
厳
経
音
義
」 

『
類
聚
名
義
抄
』 

 
 

 
 

 

観
智
院
本
「
類
聚
名
義
抄
」・
天
理
本
「
最
勝
王

経
音
義
」
・
西
念
寺
「
類
聚
名
義
抄
」
・
鎮
国
守

国
神
社
本
「
類
聚
名
義
抄
」
・
高
山
寺
本
「
類

聚
名
義
抄
」
・
宝
菩
院
本
「
類
聚
名
義
抄
」
・
図

書
寮
本
「
類
聚
名
義
抄
」 

『
大
般
若
経
字
音
点
・
音
義
』 

安
田
八
幡
宮
本
「
大
般
若
経
字
音
点
」・
慈
光
本

「
大
般
若
経
字
音
点
」
・
「
大
般
若
経
字
抄
」
・
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⑩
「
魑
魅
」 

 
『
群
書
治
要
』 

 

チ
ヒ 

去
声
濁 

（
巻
五 

三
五
行
） 

 

『
色
葉
字
類
抄
』 

チ
ミ 

平
声 

 

（
巻
下 

ス 

人
倫 

一
一
四
丁
裏
五
） 

 

こ
こ
か
ら
、
音
形
は
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
、
『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
呉
音

を
示
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
声
調
も
交
替
す
る
字
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は

『
群
書
治
要
』
は
漢
音
、『
色
葉
字
類
抄
』
は
呉
音
を
示
す
と
い
う
先
行
研
究
を
裏

付
け
る
結
果
で
あ
る
。 

 

四―

四 

本
節
の
ま
と
め 

 

本
節
で
は
、
以
下
の
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

○
音
形
が
不
一
致
で
あ
り
、
声
調
が
一
致
す
る
字
に
つ
い
て
は
表
記
の
揺
れ
が
原

因
と
な
る
も
の
が
あ
る
。 

○
『
群
書
治
要
』
は-m

韻
尾
と-n

韻
尾
は
全
て
「
ン
」
で
統
一
さ
れ
、
書
き
分
け

は
行
わ
れ
な
い
。『
色
葉
字
類
抄
』
で
は-m

韻
尾
は
「
ム
」
、-n

韻
尾
は
「
ン
」
と

混
同
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。  

○
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
呉
音
を
示
し
や
す
い
こ
と
が

個
々
の
字
の
レ
ベ
ル
で
確
認
さ
れ
た
。 

○
熟
語
に
つ
い
て
、
『
群
書
治
要
』
は
規
範
的
な
読
み
を
、
『
色
葉
字
類
抄
』
は
日

常
の
場
で
通
用
し
て
い
た
読
み
を
反
映
し
て
い
る
。 

○
音
形
が
一
致
し
、
声
調
が
不
一
致
で
あ
る
字
に
つ
い
て
、
音
形
は
同
じ
漢
音
で

も
『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
で
声
調
が
異
な
る
字
が
あ
り
、
加
点
者
が

誤
点
し
た
可
能
性
、
も
し
く
は
呉
音
声
調
と
一
致
す
る
、
日
常
で
使
用
さ
れ
る
別

の
声
調
体
系
に
基
づ
い
て
加
点
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

  

五 

呉
音
、
漢
音
資
料
と
の
比
較 

本
節
で
は
調
査
対
象
の
用
例
う
ち
、
特
に
『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』

で
音
形
が
不
一
致
で
あ
っ
た
字
、
も
し
く
は
声
調
が
一
致
し
な
か
っ
た
字
に
つ
い

て
、
他
の
呉
音
資
料
、
漢
音
資
料
を
用
い
て
考
察
を
行
っ
た
。 

『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
で
音
形
、
も
し
く
は
声
調
が
不
一
致
で
あ

っ
た
字
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
呉
音
資
料
を
用
い
て
検
討
を
行
う
。
韻
母
、
声
母
、

声
調
に
つ
い
て
比
較
し
、
全
て
が
一
致
し
た
も
の
は
呉
音
と
す
る
。
一
致
し
な
か

っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
漢
音
資
料
を
用
い
て
、
韻
母
、
声
母
、
声
調
を
比
較
す

る
。
こ
こ
で
一
致
し
た
も
の
は
漢
音
と
す
る
。
そ
れ
ら
を
比
較
、
検
討
し
、『
群
書

治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
位
相
差
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。 

資
料
と
し
て
、
『
日
本
霊
異
記
』
『
華
厳
経
音
義
』
『
類
聚
名
義
抄
』
『
大
般
若
経

字
音
点
・
音
義
』
を
使
用
す
る
。
な
お
、
以
上
の
資
料
は
小
倉
肇
『
続
・
日
本
呉

音
の
研
究
』
を
用
い
る
。
各
資
料
の
写
本
な
ど
は
左
に
示
す
。 

 

呉
音
資
料 

『
日
本
霊
異
記
』 

 
 

 
 

 

興
福
寺
本
・
国
立
国
会
図
書
館
本
・
真
福
寺
本
・ 

 

前
田
家
本 

『
華
厳
経
音
義
』 

 
 

 
 

 

新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
・
高
山
寺
本
「
新
訳
華

厳
経
音
義
」
・
高
山
寺
本
「
貞
言
華
厳
経
音
義
」 

『
類
聚
名
義
抄
』 

 
 

 
 

 

観
智
院
本
「
類
聚
名
義
抄
」・
天
理
本
「
最
勝
王

経
音
義
」
・
西
念
寺
「
類
聚
名
義
抄
」
・
鎮
国
守

国
神
社
本
「
類
聚
名
義
抄
」
・
高
山
寺
本
「
類

聚
名
義
抄
」
・
宝
菩
院
本
「
類
聚
名
義
抄
」
・
図

書
寮
本
「
類
聚
名
義
抄
」 

『
大
般
若
経
字
音
点
・
音
義
』 

安
田
八
幡
宮
本
「
大
般
若
経
字
音
点
」・
慈
光
本

「
大
般
若
経
字
音
点
」
・
「
大
般
若
経
字
抄
」
・
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無
窮
会
本
「
大
般
若
経
音
義
」
・
「
経
字
引
」
・

薬
師
寺
甲
本
「
大
般
若
経
音
義
」
・
薬
師
寺
乙

本
「
大
般
若
経
経
音
義
」
・
薬
師
寺
丙
本
「
大

般
若
経
音
義
」
・
薬
師
寺
丁
本
「
大
般
若
経
音

義
」 

  

漢
音
資
料
と
し
て
、『
蒙
求
』
、『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
鎌
倉
初
期
点
、
久
遠

寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
鎌
倉
中
期
点
を
使
用
す
る
。
以
上
の
資
料
は
佐
々
木
勇
『
平

安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』
に
依
る
。 

呉
音
資
料
、
漢
音
資
料
の
検
討
の
結
果
、
『
漢
辞
海
』
で
は
判
断
が
つ
か
な
か

っ
た
例
の
う
ち
、
半
数
が
『
群
書
治
要
』『
色
葉
字
類
抄
』
と
も
に
音
形
、
声
調
が

漢
音
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
漢
音
と
中
古
音
体
系
が
異
な
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
す9

。
音
形
に
注
目
す
る
と
、『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
が
二
一
例
、

漢
呉
同
音
形
が
六
例
、
と
な
っ
た
。『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
呉
音
が
三
例
、
漢
呉
同

音
形
が
三
例
、
漢
音
が
一
五
例
で
あ
っ
た
。
『
群
書
治
要
』
と
比
較
し
、
『
色
葉
字

類
抄
』
で
は
呉
音
を
示
し
や
す
い
結
果
と
な
っ
た
。 

ま
た
、
平
声
と
上
声
・
去
声
と
交
替
し
や
す
い
現
象
に
つ
い
て
、
➁
「
分
」
を

除
い
て
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
呉
音
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
呉

音
が
示
さ
れ
や
す
い
こ
と
が
、
他
の
漢
音
資
料
、
呉
音
資
料
と
比
較
し
た
場
合
に

も
言
え
る
。
こ
れ
は
『
群
書
治
要
』
、
『
色
葉
字
類
抄
』
そ
れ
ぞ
れ
が
用
い
ら
れ
た

場
の
位
相
差
に
よ
り
、
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
、
『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
呉
音
を

示
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 六 

本
研
究
の
成
果 

本
研
究
は
『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
漢
字
音
の
位
相
差
に
つ
い
て

研
究
を
行
っ
た
。
本
研
究
の
成
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

○
音
形
に
つ
い
て
、
『
群
書
治
要
』
は
漢
音
、
『
色
葉
字
類
抄
』
は
呉
音
を
示
し
や

す
い
こ
と
が
字
の
レ
ベ
ル
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

○
『
群
書
治
要
』
は-m

韻
尾
と-n

韻
尾
は
全
て
「
ン
」
で
統
一
さ
れ
、
書
き
分
け

は
行
わ
れ
な
い
。『
色
葉
字
類
抄
』
で
は-m

韻
尾
は
「
ム
」
、-n

韻
尾
は
「
ン
」
と

混
同
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。 

○
熟
語
に
つ
い
て
、
『
群
書
治
要
』
は
規
範
的
な
読
み
を
、
『
色
葉
字
類
抄
』
は
日

常
の
場
で
通
用
し
て
い
た
読
み
を
反
映
し
て
い
る
。 

○
音
形
が
一
致
し
、
声
調
が
不
一
致
で
あ
る
と
い
う
特
定
の
場
合
に
お
い
て
、
音

形
は
漢
音
で
あ
る
が
、
声
調
は
『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
で
異
な
る
こ

と
が
あ
る
。
加
点
者
が
誤
点
し
た
可
能
性
、
も
し
く
は
呉
音
声
調
と
一
致
す
る
、

日
常
で
使
用
さ
れ
る
別
の
声
調
体
系
に
基
づ
い
て
加
点
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。 

○
平
声
と
上
声
・
去
声
が
交
替
す
る
現
象
に
つ
い
て
、
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
、

『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
呉
音
の
声
調
を
示
し
や
す
い
。 

○
漢
音
と
呉
音
の
音
形
、
声
調
は
中
古
音
体
系
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。 

○
『
群
書
治
要
』『
色
葉
字
類
抄
』
ど
ち
ら
も
漢
音
を
示
す
が
、
声
調
が
一
致
し
な

い
字
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
。 

○
『
群
書
治
要
』
は
漢
音
、『
色
葉
字
類
抄
』
は
呉
音
を
示
し
や
す
く
、
こ
れ
は
各

資
料
が
用
い
ら
れ
た
場
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

用
例
数
が
少
な
い
た
め
断
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
今
回
の
調
査
範
囲
に
限
定

す
る
と
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

『
色
葉
字
類
抄
』
は
呉
音
を
示
し
や
す
い
こ
と
、
熟
語
に
漢
音
＋
呉
音
の
混
ぜ

読
み
が
あ
る
こ
と
、
漢
音
の
音
形
で
あ
る
が
呉
音
声
調
と
一
致
す
る
声
点
を
加
点

す
る
な
ど
、『
色
葉
字
類
抄
』
の
編
纂
者
や
加
点
者
の
日
本
語
に
対
す
る
認
識
が
そ

の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
こ
れ

 

は
日
常
の
場
で
使
用
さ
れ
る
日
本
語
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

対
し
て
、
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
を
示
し
や
す
い
こ
と
や
、
熟
語
の
混
ぜ
読

み
が
な
い
こ
と
、
漢
音
の
音
形
に
は
漢
音
声
調
の
声
点
を
加
点
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
あ
る
規
範
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
研
究
の
場
で
使
用

さ
れ
る
規
範
意
識
の
あ
る
日
本
語
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
の
点
か
ら
、
本
研
究
で
は
『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
音
形
と

声
調
に
、
研
究
の
場
と
日
常
の
場
と
い
う
用
い
ら
れ
る
場
に
よ
る
位
相
差
が
あ
っ

た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。 

 
 注 一 

沼
本
克
明
（
一
九
八
二
）『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』 

六

三
・
六
四
頁 

二 

佐
々
木
勇
（
二
〇
〇
九
）『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』
研
究
篇 

汲

古
書
店 

九
頁 

三 

佐
々
木
勇
（
二
〇
〇
六
）
「
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の

漢
音
」 

『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
一
六
巻 

二
九―

五
一
頁 

四 

沼
本
克
明
（
一
九
八
六
）
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』 

東
京
堂
出
版 

二
四
一
頁 

五 

注
四 

同
著 

二
四
二
頁 

六 

調
査
範
囲
外
の
用
例
で
は-

m

韻
尾
を
「
ム
」
で
表
記
す
る
例
も
あ
る
た
め
、
完
全
に

区
別
が
な
く
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。 

七 

注
一  

同
著 

五
八
五
頁 

八 

藤
本
灯
（
二
〇
一
六
）
『
『
色
葉
字
類
抄
』
の
研
究
』 

勉
誠
出
版 

五
一
二
頁 

九 

『
漢
辞
海
』
は
『
広
韻
』
を
も
と
に
し
た
中
古
音
体
系
の
韻
母
、
声
母
、
声
調
を
示
し

て
い
る
。 

参
考
引
用
文
献 

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
群
書
治
要
』 

（U
R

L
 

http://db.sido.keio.ac.jp/kanseki/T_bib_fram
e.php?id=069336

） 

 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
一
日 

・
尊
経
閣
文
庫
蔵 

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』 

（U
R

L
 

上https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1885583
 

 
 

下https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1885605

） 

 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
一
日 

・
古
典
保
存
会 

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
黒
川
真
道
蔵
江
戸
時
代
中
期
写
本 

（U
R

L
 

上https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1186797  

 
 

 
 

 

中https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1185401  

 
 

 
 

 

下https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1186813

） 

 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
一
日 

・
「W

eb

韻
圖
～
廣
韻
檢
索
～
」 

（U
R

L
 

http://suzukish.s252.xrea.com
/search/inkyo/index.php

） 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
一
日 

・
中
田
祝
夫
等
編
『
色
葉
字
類
抄
並
び
に
総
合
索
引 

黒
川
本
・
影
印
篇
』 

一

九
六
四 

風
間
書
房 

・
島
田
友
啓
編
『
古
字
書
索
引
叢
刊 

色
葉
字
類
抄
漢
字
索
引
』 

一
九
七
〇 

平

野
綜
合
印
刷
所 

・
沼
本
克
明
（
一
九
八
二
）『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』 

武
蔵
野
書
院 

・
沼
本
克
明
（
一
九
八
六
）『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』 

昭
和
六
一
年 

東
京
堂
出

版 ・
古
典
研
究
會
『
古
典
研
究
會
叢
書 

漢
籍
之
部 

第
九
巻
『
群
書
治
要
㈠
』
』 

一

九
八
九 

汲
古
書
院 

・
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
『
色
葉
字
類
抄
』
』 

一

九
九
一 

八
木
書
店 
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は
日
常
の
場
で
使
用
さ
れ
る
日
本
語
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

対
し
て
、
『
群
書
治
要
』
で
は
漢
音
を
示
し
や
す
い
こ
と
や
、
熟
語
の
混
ぜ
読

み
が
な
い
こ
と
、
漢
音
の
音
形
に
は
漢
音
声
調
の
声
点
を
加
点
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
あ
る
規
範
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
研
究
の
場
で
使
用

さ
れ
る
規
範
意
識
の
あ
る
日
本
語
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
の
点
か
ら
、
本
研
究
で
は
『
群
書
治
要
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
の
音
形
と

声
調
に
、
研
究
の
場
と
日
常
の
場
と
い
う
用
い
ら
れ
る
場
に
よ
る
位
相
差
が
あ
っ

た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。 

 
 注 一 

沼
本
克
明
（
一
九
八
二
）『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』 

六

三
・
六
四
頁 

二 

佐
々
木
勇
（
二
〇
〇
九
）『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』
研
究
篇 

汲

古
書
店 

九
頁 

三 

佐
々
木
勇
（
二
〇
〇
六
）
「
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の

漢
音
」 

『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
一
六
巻 

二
九―

五
一
頁 

四 

沼
本
克
明
（
一
九
八
六
）
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』 

東
京
堂
出
版 
二
四
一
頁 

五 

注
四 

同
著 

二
四
二
頁 

六 

調
査
範
囲
外
の
用
例
で
は-
m

韻
尾
を
「
ム
」
で
表
記
す
る
例
も
あ
る
た
め
、
完
全
に

区
別
が
な
く
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。 

七 

注
一  

同
著 

五
八
五
頁 

八 

藤
本
灯
（
二
〇
一
六
）
『
『
色
葉
字
類
抄
』
の
研
究
』 

勉
誠
出
版 

五
一
二
頁 

九 

『
漢
辞
海
』
は
『
広
韻
』
を
も
と
に
し
た
中
古
音
体
系
の
韻
母
、
声
母
、
声
調
を
示
し

て
い
る
。 

参
考
引
用
文
献 

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
群
書
治
要
』 

（U
R

L
 

http://db.sido.keio.ac.jp/kanseki/T_bib_fram
e.php?id=069336

） 

 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
一
日 

・
尊
経
閣
文
庫
蔵 

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』 

（U
R

L
 

上https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1885583
 

 
 

下https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1885605

） 

 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
一
日 

・
古
典
保
存
会 

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
黒
川
真
道
蔵
江
戸
時
代
中
期
写
本 

（U
R

L
 

上https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1186797  

 
 

 
 

 

中https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1185401  

 
 

 
 

 

下https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1186813

） 

 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
一
日 

・
「W

eb

韻
圖
～
廣
韻
檢
索
～
」 

（U
R

L
 

http://suzukish.s252.xrea.com
/search/inkyo/index.php

） 

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
一
日 

・
中
田
祝
夫
等
編
『
色
葉
字
類
抄
並
び
に
総
合
索
引 

黒
川
本
・
影
印
篇
』 

一

九
六
四 

風
間
書
房 

・
島
田
友
啓
編
『
古
字
書
索
引
叢
刊 

色
葉
字
類
抄
漢
字
索
引
』 

一
九
七
〇 

平

野
綜
合
印
刷
所 

・
沼
本
克
明
（
一
九
八
二
）『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』 

武
蔵
野
書
院 

・
沼
本
克
明
（
一
九
八
六
）『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』 

昭
和
六
一
年 

東
京
堂
出

版 ・
古
典
研
究
會
『
古
典
研
究
會
叢
書 

漢
籍
之
部 

第
九
巻
『
群
書
治
要
㈠
』
』 

一

九
八
九 
汲
古
書
院 

・
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
『
色
葉
字
類
抄
』
』 

一

九
九
一 

八
木
書
店 
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・
築
島
裕
編
『
日
本
漢
字
音
史
論
輯
』 

一
九
九
五 

汲
古
書
院 

・
小
林
芳
規
等
編
『
古
典
籍
索
引
叢
書
一
〇 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本 

群
書
治
要 

經
部
語
彙
索
引
』 

一
九
九
六 

汲
古
書
院 

・
佐
々
木
勇
（
二
〇
〇
六
）「
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』

の
漢
音
」
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
一
六
巻 

二
九―

五
一
頁 

・
佐
々
木
勇
（
二
〇
〇
九
）『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』
研
究

編
・
資
料
編 

汲
古
書
店 

・
月
本
雅
幸
等
編
『
古
典
語
研
究
の
焦
点
』 

二
〇
一
〇 

武
蔵
野
書
院 

・
小
倉
肇
（
二
〇
一
四
）『
続
・
日
本
呉
音
の
研
究
』
第
Ⅰ
部
研
究
篇
・
第
Ⅱ
部
資

料
篇
一(

上)

・
第
Ⅱ
部
資
料
篇
一(
下)
・
第
Ⅱ
部
資
料
篇
二
・
第
Ⅲ
部
索
引
篇 

和

泉
書
院 

・
藤
本
灯
（
二
〇
一
六
）
『
『
色
葉
字
類
抄
』
の
研
究
』 

勉
誠
出
版 

・
佐
藤
進
等
編
『
全
訳 

漢
辞
海
』
第
四
版 
二
〇
二
〇 

三
省
堂 

（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
一
年
） 

          

 

 
 

 

詩
を
用
い
た
日
本
語
教
育
に
お
け
る
「
論
想
」
を
促
す
授
業 

  
 

田 

井 

真 
聡 

 
 

  

一 

は
じ
め
に―

ダ
ル
マ
・
プ
ル
サ
ダ
大
学
日
本
語
学
科
で
の
取
り
組
み 

 （（
一一
））
日日
本本
語語
学学
科科
のの
現現
状状 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
に
あ
る
ダ
ル
マ
・
プ
ル
サ
ダ
大
学

（
以
下
、
プ
ル
サ
ダ
大
）
で
、
私
が
日
本
文
学
の
ク
ラ
ス
を
中
心
に
教
鞭
を
執
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
五
年
が
経
つ
。
私
が
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
来
た
ク
ラ
ス
は
、

本
来
な
ら
ば
、
日
本
語
を
用
い
て
日
本
文
学
を
学
び
、
理
解
す
る
と
い
う
教
育
目

標
を
掲
げ
た
専
門
性
の
高
い
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
実
際
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
で
は
、

三
年
次
以
降
の
日
本
語
学
科
生
の
必
須
コ
ー
ス
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
プ
ル
サ
ダ
大
の
学
生
た
ち
の
多
く
は
、
三
年
次
開
始
時
点
に
お
い
て
も
、
未

だ
日
本
語
初
級
レ
ベ
ル
で
足
踏
み
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
様
な
中
で
、

日
本
語
を
思
考
言
語
と
し
て
、
日
本
文
学
を
理
解
し
、
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
日

本
文
学
を
教
材
と
し
て
日
本
語
を
教
え
つ
つ
、
批
判
的
思
考
能
力
を
育
ん
で
い
く

と
い
う
内
容
重
視
の
日
本
語
教
育
へ
と
方
向
転
換
を
強
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
強
い
ら
れ
た
恵
み
と
い
う
も
の
は
あ
る
も
の
で
、
正
に
転
禍
為
福
と
で

も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
プ
ル
サ
ダ
大
で
の
現
状
は
、
私
自
身
が
こ
れ
ま

で
修
習
し
て
き
た
詩
と
詩
創
作
と
い
う
学
問
領
域
を
生
か
し
な
が
ら
、
内
容
重
視

の
批
判
的
日
本
語
教
育
に
準
じ
た
教
授
法
を
探
究
し
、
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
べ

く
道
筋
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

以
下
に
記
す
実
践
報
告
は
、
プ
ル
サ
ダ
大
の
〈
日
本
文
学
研
究
：
韻
文
・
散
文
〉

の
コ
ー
ス
で
の
セ
メ
ス
タ
ー
初
期
（
第
二
～
七
講
義
）
に
行
っ
た
詩
を
扱
っ
た
授

業
に
焦
点
を
当
て
て
振
り
返
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、
二
〇
二
〇
年
一

〇
月
始
ま
り
の
セ
メ
ス
タ
ー
に
お
い
て
開
講
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
こ
こ

に
報
告
す
る
授
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
影
響
下

の
中
、
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
に
任
さ
れ
た
ク
ラ
ス

の
編
制
は
、
別
個
二
ク
ラ
ス
、
各
一
〇
名
と
二
十
七
名
の
学
生
が
受
講
す
る
構
成

で
あ
っ
た
。
こ
の
実
践
報
告
で
掲
載
す
る
事
例
は
、
両
方
の
ク
ラ
ス
か
ら
記
載
す

る
こ
と
に
す
る
。 

今
回
の
授
業
実
践
報
告
の
主
題
は
、
日
本
語
教
育
に
お
い
て
詩
の
持
つ
力
を
再

評
価
し
よ
う
と
の
試
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
〈
詩
の
力
〉

と
は
、
相
互
理
解
力
を
育
む
力
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
他
者
が
身
を
置
く

視
座
を
認
識
し
、
他
者
が
形
成
す
る
思
想
・
主
張
を
理
解
す
る
為
の
想
像
力
と
思

考
力
の
開
発
を
促
す
教
材
と
し
て
の
詩
の
力
に
つ
い
て
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。 

  

（（
二二
））
理理
解解
へへ
向向
けけ
てて
のの
取取
りり
組組
みみ  

こ
れ
ま
で
の
プ
ル
サ
ダ
大
で
の
教
鞭
活
動
か
ら
の
経
験
則
か
ら
言
う
と
、
学
生

の
多
く
は
、
日
本
文
学
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
、
講
義
を
受
け
た
こ
と
が
あ


